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No.860

10
月
の
祝
日
と
い
え
ば
「
体
育

の
日
」
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

昭
和
39
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
会
式
が
行
わ
れ
た
10
月
10

日
を
「
体
育
の
日
」
と
定
め
、

「
国
民
の
祝
日
」
と
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。
平
成
12
年
に
「
ハ
ッ

ピ
ー
マ
ン
デ
ー
制
度
」
が
導
入
さ

れ
、
そ
れ
以
降
「
体
育
の
日
」
は

10
月
の
第
2
月
曜
日
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

昨
年
「
体
育
の
日
」
は
「
ス
ポ

ー
ツ
の
日
」
へ
と
名
称
が
改
め
ら

れ
、
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
特
別
措
置
法
に
よ
っ
て
、
昨
年

と
今
年
に
限
り
、「
ス
ポ
ー
ツ
の

日
」
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式

当
日
と
さ
れ
、「
海
の
日
」
も
繋

げ
ら
れ
、
4
連
休
と
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
見
る
と
、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
は
10
月
10
日

で
す
。
し
か
も
昭
和
41
年
に
初
め

て
「
体
育
の
日
」
と
な
っ
た
同
じ

「
月
曜
日
」
の
祝
日
で
す
。

　

さ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
食
欲

の
秋
・
文
化
の
秋
。
皆
さ
ん
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

編
集
委
員　

楚
山　

伸
二

p.20 『今支館・分館では』 （大里支館）ほか
p.21 『教えて！あなたのサークル』 （わんぱくクラブ／ハーブちゃん）

10月小諸市文化会館スケジュール

p.16 第37回小諸市公民館まつり
 ～17
p.18 『ぼくとわたしの作品』 （小諸養護学校）
p.19 『人ひと』 （滝原区　松田太郎）

❖内容

親子で協力

パン生地づ
くり！

生地ができ
たら、

アンパンマ
ンの

 顔作り！

 みんな頑張って

 生地作りしたよ♪

アンパンマン、

新しい顔できたよ^o^

7/29 木 『親子で挑戦！手ごねでアンパンマン』開催



ホ ー ル
～ 舞踊・ダンス・音楽など盛りだくさん ～

順 団体名 部　門

午
前
の
部

中
止

小諸東中学校／芦原中学校
※新型コロナウイルス感染
症拡大防止のため中止に
なりました。

演 劇

開演 13：00／開場 12：30

午
後
の
部

1 こもろ銭太鼓 銭 太 鼓

2 ほほえみマジック マ ジ ッ ク

3 小諸民踊こまくさ会 民 踊

4 小諸馬子唄保存会 民 謡

5 のぞみ会 舞 踊

6 さくら会 舞 踊

7 めぐみ会 舞 踊

8 若柳会 舞 踊

【 9 日㊏】

順 団体名 部　門

午
前
の
部

1 さくらんぼ 大 正 琴

2 楽団ひとり トランペット

3 小諸太極拳同好会 太 極 拳

4 フラ・コモロスミレ フラダンス

5 フラ・プアナニ糠塚 フラダンス

6 フラ・プルメリアこもろ フラダンス

7 フラ・アイカネ フラダンス

8 パリ・シェルズ 一ツ谷 フラダンス

開演13：00／開場12：30　休憩（11：30～13：00）

午
後
の
部

1 いろはの会 フラダンス

2 小諸フォークダンスクラブ ダ ン ス

3 御影天領太鼓 太 鼓

4 ストリートダンサーズ ダ ン ス

5 Ｋパフォーミングアーツ　キッズ ダ ン ス

6 Ｋパフォーミングアーツ　ジュニア ダ ン ス

7 土屋芳美ジャズダンス教室 ダ ン ス

【10日㊐】　開演 9 ：40／開場 9 ：00

10 9
10

/ 9：00～16：00
土

9：00～15：00
日

【場所】小諸市文化センター

第
37
回
小
諸
市ま

つ
り

公
民
館

プ
ロ
グ
ラ
ム

※
都
合
に
よ
り
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染状況によっては、
 変更が生じる場合があります。
　開催日 2週間前の長野県内及び佐久地域の感染者発生状況
等により、正副実行委員長で開催の可否を判断します。結果
は、市ホームページ・SNS・各種報道によりお知らせします。



団体名 種　別

小諸美術会

美 術

小諸木彫同好会

墨志教室

パステル画同好会

筆Ｗａｋｕ

和田書道教室 書 道

土の音
陶 芸

釉焚会

あさま蘭友会 園 芸

小諸市日中友好協会 写 真

団体名 種　別

お人形さんめぐり実行委員会

手 芸

手編教室

フォーパッチの会

洋裁同好会

和田くるみの会

和服リフォームの会

紙バンドあみあみ

ニコニコパソコン パソコン作品

はじめのいっぽ 教 育

公民館教室 女性学級

作 品 展 示
～ 体育館を中心に力作揃いの作品を展示 ～

小 諸 も ろ も ろ 塾
～ 大好評の体験・実演コーナー ～

9 日㊏
【廃油石鹸作り】 陶芸木工室 11：00～12：00

●持ち物　エプロン・軍手

【こども服交換会】展 示 ホ ー ル 9：00～16：00

【ヨ ー ガ】 講習室 1・ 2 10：00～11：15
●持ち物　ヨガマットまたはバスタオル

【太 極 拳】軽 運 動 室 11：00～12：00
●持ち物　上履き・動きやすい服装

10日㊐
【フラダンス】 軽 運 動 室 13：00～14：00

【マ ジ ッ ク】 視 聴 覚 室 13：00～15：00

【そ ば 打 ち】 陶芸木工室
1回目　10：00～12：00
2 回目　13：00～15：00
●材料費　1,000円
●持ち物　エプロン、三角巾
　　　　　そばの持ち帰り容器

【軍手ホルダー作成】 ホ ワ イ エ 9：00～12：00
●材料費　100円

【手話ダンス】 展示談話室 10：00～14：00

【スポーツウェルネス吹矢】 軽 運 動 室 10：00～12：00
●参加費　100円

【大 正 琴】 視 聴 覚 室 10：00～11：30

※詳しくは、館報 9月号をご確認ください。都合により内容が変更になる場合があります。

両　日

【ハーブ体験】 会 議 室
9日　 9：00～16：00
10日　 9：00～15：00 

●内　容　ハンドトリートメント
　　　　　ハーバリウム作りほか
●材料費　500円～1,000円
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内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

№328№328

小 諸 養 護 学 校

　遼さんは、中庭でブランコに乗ったり、教室では友だちと車のおもちゃで遊
んだりしています。触ると音が鳴ったり動いたりするおもちゃも好きで、図工
の活動で紙コップロケットを作った時は、飛び出す様子を 嬉しそうに見ていま
した。
　一学期に、クラスで学校の周りの田んぼにカエルを探しに行きました。遼さ
んは自分からカエルを捕ま
えていました。その時捕ま
えたオタマジャクシを教室
で飼い始め、時々水槽をの
ぞいては様子を見ていまし
た。

　この作品は、「かえるのがっしょう」です。トイレットペー
パーの芯にクレヨンで模様を描き、その上から絵の具で大好き
なオレンジ色を塗ってカエルを作りました。体を作った後は、
白い丸シールにマジックで目を描きました。とても表情豊かな
カエルが出来上がりました。友だちの作品と一緒に廊下に飾る
と、思わず「♪カエルのうたが～」と歌いたくなる作品です。

「かえるのがっしょう」
 小学部 2年　　小

こばやし

林 遼
りょう

　颯さんは、普段から絵を描くことが好きで、休み時間に人の顔やウルトラマ
ンなどの絵をよく描いています。描いたものを「見て！」と言いながら教師に
見せてくれます。外で遊ぶことも好きで、中庭でブランコに乗ったり、校庭に
友だちと虫を捕まえに行ったりしています。かたつむりの殻を見つけてクラス
のみんなに見せるために持ってきてくれたこともありました。
　この作品は、「かたつむ
り」です。 1年生の時に作
りました。体の部分は、靴
下に綿を詰めました。殻の
部分には、フェルトボール
や毛糸など、たくさんの材

料の中から、自分の好きな素材や色を選び、透明なパックに入
れていきました。とてもカラフルなかたつむりが出来上がりま
した。クレヨンや筆で色を塗ったりする活動では、楽しそうに
手を動かしています。集中して真剣な表情で取り組む姿には感
心します。これからも、たくさんの作品を作っていってほしい
と思います。

「かたつむり」
 小学部 2年　　村

むらせ

瀬 颯
つばさ



小諸市公民館の休館日は祝日の翌日と年末年始です。開館時間は午前 9時です。

19 令和 3年10月号

夢
だ
っ
た
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
が

出
来
ま
す
の
で
、
好
き
な
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
の
鑑
賞
も
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

札
幌
に
比
べ
る
と
、
雑
草
の
成

長
具
合
が
半
端
で
は
な
く
、
庭
仕

事
が
大
変
で
毎
日
大
忙
し
で
す
。

実
際
に
は
ウ
ツ
ラ
ウ
ツ
ラ
し
て
い

る
時
間
の
ほ
う
が
多
い
感
じ
で
す
。

　

タ
イ
料
理
と
イ
タ
リ
ア
料
理
が

大
好
き
な
の
で
す
が
、
タ
イ
料
理

屋
が
数
軒
と
タ
イ
の
食
材
屋
が
あ

り
タ
イ
料
理
に
は
困
り
ま
せ
ん
。

イ
タ
リ
ア
料
理
の
食
材
は
ネ
ッ
ト

で
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。

小
諸
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か

最
初
は
、
隣
の
東
御
に
比
べ
て

小
諸
は
ち
ょ
っ
と
暗
い
印
象
で
し

た
。
多
分
、
夜
の
街
灯
が
暗
い
の

が
一
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
土
地

を
探
し
、
家
づ
く
り
を
し
て
い
く

中
で
近
所
の
方
々
の
親
切
に
は
本

当
に
感
謝
、
感
激
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
明
る
く
て
社
交
的
な

の
に
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ア

パ
ー
ト
の
前
の
道
で
朝
と
か
夕
方

通
学
の
小
学
生
、
中
学
生
と
す
れ

違
う
と
、
み
ん
な
大
き
な
声
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん

に
ち
は
」
と
挨
拶
し
て
き
ま
す
。

東
京
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得

ま
せ
ん
。

今
後
の
目
標
や
抱
負
に
つ
い
て

伺
い
ま
す

ス
キ
ー
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ゴ
ル

フ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
々
が
身
近

に
楽
し
め
ま
す
。

　

隠
居
後
の
生
活
は
健
康
が
第
一

で
す
。
ま
た
、
家
に
は
、
長
年
の

現
在
の
生
活
は
ど
う
で
す
か

2
年
ほ
ど
前
に
取
り
敢
え
ず
市

内
の
賃
貸
ア
パ
ー
ト
で
小
諸
暮
し

を
開
始
。
新
居
建
築
用
の
土
地
探

し
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
左さ

程ほ
ど

時
間

も
か
か
ら
ず
に
、
ひ
ょ
ん
な
ご
縁

か
ら
、
眺
め
の
良
い
南
斜
面
の
土

地
が
見
つ
か
り
、
現
在
、
家
の
建

築
工
事
中
で
間
も
な
く
完
成
予
定

で
す
。

　

お
い
し
い
空
気
と
食
べ
物
を
堪

能
し
な
が
ら　

晴
耕
雨
読
の
生
活

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

晴
耕
は
兎と

も
角か

く

、
雨
読
の
方
は

市
の
図
書
館
を
最
大
限
に
活
用
し

頑
張
っ
て
い
ま
す
が　

ど
う
も
読

む
と
い
う
よ
り
字
を
追
う
だ
け
で

つ
て
勤
務
し
た
こ
と
も
あ
り
、
空

気
が
爽
や
か
で
都
会
と
自
然
の
両

方
が
楽
し
め
る
札
幌
に
移
住
し
、

郊
外
の
閑
静
な
住
宅
街
に
7
年
間

住
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
も
っ
と
自
然
の
中
で

暮
ら
し
た
い
と
の
思
い
が
だ
ん
だ

ん
と
強
く
な
り
、
同
じ
よ
う
に
空

気
が
爽
や
か
で
あ
り
な
が
ら
雪
の

少
な
い
小
諸
に
移
住
し
て
き
ま
し

た
。（
雪
深
い
北
海
道
で
の
田
舎

暮
し
は
老
人
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

す
ぎ
る
の
で
す
）

小
諸
に
移
住
さ
れ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い

兎と

に
角か

く

、
湿
度
が
低
く
て
空
気

が
乾
い
た
と
こ
ろ
を
探
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
世
界
各
地
を
歩
き

ま
し
た
が
、
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ

の
栽
培
に
適
し
た
地
域
が
自
分
に

は
好
き
な
気
候
で
あ
ろ
う
と
感
じ

て
い
ま
し
た
の
で
、
今
、
ワ
イ
ン

の
生
産
が
急
激
に
伸
び
て
い
る
こ

の
地
域
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
わ

け
で
す
。

　

ス
キ
ー
が
大
好
き
で
、
冬
に
近

場
で
ス
キ
ー
が
楽
し
め
る
こ
と
も

絶
対
条
件
で
し
た
。
子
ど
も
達
が

住
む
東
京
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

も
魅
力
で
す
ね
。

ど
ち
ら
か
ら
小
諸
に
移
住
さ
れ

ま
し
た
か

小
諸
市
に
来
る
前
は
国
内
3
か

所
、
海
外
3
か
所
を
転
々
と
し
た

転
勤
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
で
し
た
。

2
0
1
2
年
に
東
京
で
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
を
卒
業
し
た
の
を
機
に
、
か

「
ス
キ
ー
を
楽
し
む
た
め
に

探
し
当
て
た
最
高
の
住
ま
い
」

128

涼風わたる双子池にて

　

今
日
は
、
小
諸
の
滝
原
に
移

住
さ
れ
た
松ま
つ

田だ

太た

郎ろ
う

さ
ん
に
お

話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

ご
自
宅
は
南
斜
面
の
高
台
に

位
置
す
る
た
め
日
当
た
り
が
良

く
、
市
内
を
眼
下
に
、
遠
く
富

士
山
、
八
ヶ
岳
、
北
ア
ル
プ
ス

な
ど
、
一
望
千
里
の
素
晴
ら
し

い
景
色
の
広
が
り
と
、
ス
キ
ー

場
に
近
い
こ
の
地
は
、
松
田
さ

ん
が
長
年
探
し
求
め
て
い
た
理

想
の
場
所
で
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。
松
田
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編
集
委
員　

小
田
中　

衛

ダンペッツオ（イタリア）で
スキーを楽しんだ時の一コマ

日当たり良好の自宅全景



20令和 3年10月号

内容に関する問い合わせは E-mail でも受付けています。 E-mail  bunka＠city.komoro.nagano.jp

で
練
習
を
続
け
て
き
た
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

に
希
望
を
繋
い
で
く
れ
た
意
味
の

あ
る
大
会
と
な
っ
た
は
ず
で
す
。

編
集
委
員　
　

宮
沢　

芳
文

り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

　

第
67
回
夏
季
児
童
体
育
大
会
・

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
7
月
24
日

㈯
・
参
加
2
チ
ー
ム
、
少
年
野
球

が
7
月
25
日
㈰
・
参
加
6
チ
ー
ム
、

大
栄
小
諸
球
場
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

リ
ー
グ
戦
形
式
で
行
わ
れ
、
ど

の
試
合
も
一
進
一
退
の
善
戦
を
重

ね
て
、
白
熱
し
た
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
仲
間
と
一
緒
に
夢
中
で
優

勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
た
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
夏
の
想
い
出
（
宝
物
）
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
力
の
限
り
投

げ
て
、
思
い
っ
き
り
打

っ
て
、
夢
中
で
走
り
、

全
力
で
守
る
、
そ
ん
な

ひ
た
む
き
な
子
ど
も
た

ち
の
プ
レ
ー
を
無
我
夢

中
で
応
援
す
る
お
父
さ

ん
お
母
さ
ん
に
と
っ
て

も
そ
れ
は
同
じ
で
す
。

　

歴
史
が
長
い
こ
の
大

会
で
す
が
、
昨
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
で
大
会
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
ま

た
長
年
に
わ
た
り
継
続

し
て
き
た
各
地
区
の
チ

ー
ム
も
、
止
む
を
得
ず

中
断
、
集
ま
り
も
練
習

も
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中

で
も
再
開
を
待
ち
望
ん

そ
し
て
参
加
者
全
員
が
玉
串
奉
奠

を
行
い
ま
し
て
神
事
を
終
え
ま
し

た
。

　

来
年
こ
そ
は
い
つ
も
通
り
の
例

大
祭
、
生
活
を
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

編
集
委
員　
　

高
城　

俊
秀

氏
子
総
代
、
小
諸
市
消
防
団
第
三

分
団
の
皆
さ
ん
の
み
の
参
拝
と
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
、
以
前
諸
区
の
祭
事
係
を

し
て
お
り
、
何
度
か
登
山
し
ま
し

た
が
、
最
初
の
急
斜
面
は
息
を
切

ら
し
、
ふ
う
ふ
う
言
い
な
が
ら
上

り
、
そ
の
後
、
な
だ
ら
か
な
道
に

な
る
と
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
山

頂
ま
で
行
き
、
参
拝
し
た
も
の
で

し
た
。
ト
ン
ボ
が
既
に
た
く
さ
ん

飛
ん
で
い
た
の
を
よ
く
覚
え
て
い

ま
す
。

　

毎
年
幹
事
当
番
区
を
持
ち
ま
わ

っ
て
お
り
、
今
年
は
菱
野
区
の
氏

子
総
代
、
協
議
員
の
皆
さ
ん
が
当

番
区
で
準
備
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
春
も
そ
し
て
夏
も
悪
天
候
の

た
め
（
こ
の
日
だ
け
台
風
の
接
近

に
よ
り
。
前
後
日
は
ま
た
猛
暑
で

し
た
。）
登
山
口
に
あ
り
ま
す
高

峰
高
原
ホ
テ
ル
の
別
館
ホ
ー
ル
に

て
執
り
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ル
内
に
急
遽
御
神
体
を
準

備
し
、
曽
根
宮
司
、
そ
し
て
お
二

人
の
禰ね

宜ぎ

の
中
山
様
方
に
五
穀
豊

穣
、
無
病
息
災
、
そ
し
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を

強
く
祈
願
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
里
支
館
の
菱
野
・
後
平
・
滝

原
・
西
原
・
諸
の
5
区
で
は
、
毎

年
、
春
は
5
月
27
日
に
、
夏
は
7

月
27
日
に
高
峯
山
の
山
頂
に
あ
る

祠
へ
と
登
山
し
て
例
大
祭
神
事
を

行
い
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
、
小
諸
市
長
、
県

議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
ま
た

多
く
の
団
体
の
方
々
も
参
拝
さ
れ

る
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、

昨
年
、
今
年
と
大
里
5
区
の
区
長
、

『
忘
れ
ら
れ
な
い

夏
の
想
い
出
』

　

夏
の
日
差
し
と
球
場
特
有
の
照

り
返
し
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
優

勝
を
目
指
し
て
、
暑
さ
な
ん
て
も

の
と
も
せ
ず
、
真
っ
直
ぐ
ひ
た
む

き
に
、
粘
り
強
く
熱
い
戦
い
を
繰

『
令
和
3
年
高
峯
神
社

夏
の
例
大
祭
』

│
大
里
支
館 ̶

第
67
回
夏
季
児
童
体
育
大
会

―
大
会
結
果
―

【
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

　

優　

勝　

Ｉ
Ｇ
Ｓ
ｐ
ｌ
ｕ
ｓ

　
（
市
・
森
山
合
同
チ
ー
ム
）

　

準
優
勝　

一
ツ
谷
チ
ー
ム

【
野　

球
】

　

優　

勝　

四
ツ
谷
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

　

準
優
勝　

和
田
Ｊ
Ｂ
Ｃ

3　

位　

Ｓ
Ｓ
Ｒ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　

小
諸
Ｂ
Ｂ
Ｃ
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い
つ
も
笑
顔
の
ス
テ
キ
な
田
中
先
生
の
も
と
、
わ
ん
ぱ
く

ク
ラ
ブ
は
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
は
、
柳
沢
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入

れ
た
運
動
遊
び
や
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
な
ど
を
行
う
サ
ー
ク
ル
で
、

月
一
〜
二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
午
前
中
は
未
満
児
、
夕
方

は
幼
児
〜
小
学
生
の
ク
ラ
ス
で
す
。
体
を
動
か
す
様
々
な
活

動
を
通
し
、
運
動
の
楽
し
さ
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
異
年
齢

の
子
と
関
わ
る
こ
と
で
、
社
会
性
や
協
調
性
を
学
ぶ
こ
と
も

で
き
ま
す
。
子
ど
も
達
は
活
動
の
日
を
毎
月
心
待
ち
に
し
て

い
て
、
活
動
中
の
体
育
館
は
、
楽
し
く
体
を
動
か
す
子
ど
も

達
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

代
表　
　

土
屋　

明
美

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

　

み
な
さ
ん
は
精
油
の
香
り
を
嗅
い
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
小
さ
な
精
油
の
瓶
か
ら
一

滴
の
精
油
が
し
ず
く
と
な
っ
て
落
ち
た
そ
の
瞬
間
、
心
地
よ
い
香
り
が
立
ち
上
が
り
そ
れ

だ
け
で
心
身
を
穏
や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

　

植
物
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て
『
ハ
ー
ブ
ち
ゃ

ん
』
で
は
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の
基
礎
知
識
や
、
日
常
で
の
ホ

ー
ム
ケ
ア
の
実
践
知
識
を
学
び
ク
ラ
フ
ト
製
作
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
ア
ロ
マ
・
ハ
ー
ブ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス

の
3
つ
の
融
合
で
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、
よ
り
一
層
の

健
康
維
持
に
繋
が
る
と
さ
れ
る
ホ
ロ
ス
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
学
び

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

『
自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
る
』

『
い
つ
ま
で
も
元
気
で
イ
キ
イ
キ
と
生
き
る
』

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
活
動
の
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
現
在
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

お
家
時
間
の
増
え
た
近
年
、
楽
し
く
環
境
を
整
え
自
然
な

香
り
の
あ
る
豊
か
な
環
境
を
目
指
し
て
い
け
た
ら
幸
い
で
す
。

代
表　
　

両
角　

久
美
子

ハ
ー
ブ
ち
ゃ
ん

教
え
て
！
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル

日・曜 開演 イベント名 主催者 問い合わせ先

9 ㊏
10㊐

9 ：00 第37回小諸市公民館まつり
公民館まつり
 実行委員会

0267-23-8880

13㊌
9 ：30
13：30

食品衛生責任者実務講習会 佐久食品衛生協会 0267-64-2200

17㊐ 9 ：00 長野県保育研究大会 小諸市子ども育成課 0267-22-1700

21㊍ 13：30
小諸市介護予防
 ささえ愛サポーター研修

小諸市高齢福祉課 0267-22-1700

22㊎ 10：00 改善事例発表会 ㈱ミクニ 0268-62-1808

23㊏ 13：00 小諸市社会福祉大会 社会福祉協議会 0267-25-7337

26㊋ 9 ：30
小諸市民生・
 児童委員協議会研修会

小諸市厚生課 0267-22-1700

27㊌ 18：00
音楽のまち・
 こもろミニコンサート

小諸市文化財・
 生涯学習課

0267-22-1700

29㊎ 13：30 長野県更生保護大会 小諸市厚生課 0267-22-1700

1010月　小諸市文化会館スケジュール月　小諸市文化会館スケジュール

【公民館・こもろ女性の家】（貸出備品含む）
令和 3年12月利用　予約10月 1 日㈮

【乙女湖体育館】
令和 4年 4月利用　予約10月 1 日㈮

【文 化 会 館】
令和 4年10月利用　予約10月 1 日㈮

受
付
開
始
日

こもろ女性の家　 お正月を楽しむ
～ 「水引」で正月飾りを手作りしてみませんか ～

【講師】女性学級の仲間たち
◇日　　時　11／18㈭　10：00～12：00
◇場 所　陶芸木工室
◇定 員　12名　　　◇材 料 費　500円
◆申込み期間　10／18㈪～27㈬

こもろ女性の家　 話し方教室
人前で話すことに自信のないあなたに

役立つヒントがいっぱい！

【講師】コミュニティテレビこもろチーフキャスター後藤 理恵
期日 10/13㈬ 10/27㈬ 11/10㈬

内容 良い発声法 心地よい声 話し方のコツ
◇時 間　10：00～11：00
◇場 所　第一講義室
◇定 員　12名　　　◇参 加 費　無料
◆申　　込　10／ 4 ㈪～ 8㈮

　受付は平日 9：00～17：00。申込み多数の
場合は、初めての方を優先とし公民館にて責
任抽選いたします。また、申込み少数の場合
や新型コロナウイルス感染拡大防止のため講
座が中止や変更になることがあります。

※こもろ女性の家の講座は性別を問わず受講可能

11月　公民館講座

小諸市文化センター　☎0267-23-8880


